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浮世絵諸国探訪－六十余
州名所図会を中心に－1

晩年の広重が、全国各地の名所を描
いた≪六十余州名所図会≫。迫力あ
る構図と鮮やかな色彩が圧巻。この
傑作を中心に、広重が描く街道や名
所の美しい風景画を楽しんでいただ
いた。 5,170人

　１ 事業概要

　　①　特別企画展・特別展観

事業概要 開催期間

　１．展示事業

事業名

　定款の定めるところにより、地域の学術及び芸術文化の振興、まちづくり活動の推進に寄与するた
め、次の事業を実施するとともに、中山道広重美術館の施設の維持管理を行った。
　平成30年度は、当公益財団法人が恵那市から中山道広重美術館の指定管理業務を受託して4年目と
なった。歌川広重の作品を中心とする質の高い浮世絵版画の展示や、体験・学習などの仕組みを通し
て、来館者により大きな感動と満足感を持ち帰っていただけるよう努めた。
　フリーフライデーとして、地元の企業3社に観覧料相当額をご負担をいただき、毎週金曜日の観覧
料を無料とするこのスポンサー制度も10月には2年目を迎え、市民や旅行者にも事業の趣旨が浸透し
てきたことから、金曜日の観覧者数は、前年度の3,664人に対し5,321人で1.5倍と増加した。
　続いて展示事業では、春の特別企画展として「浮世絵諸国探訪－六十余州名所図会を中心に－」を
開催した。この展覧会は、晩年の広重が全国各地の名所を描いた傑作で、迫力ある構図と鮮やかな色
彩で描き出した風景の圧巻さを楽しんでいただいた。
　9月には、恒例の特別展観「木曽海道六拾九次之内」を開催。当館コレクションの中でも最も美し
い《木曽海道六拾九次之内》全点を堪能していただいた。続いて10月からは広重没後160年を記念し
て、原安三郎コレクションを借り受け、12月2日までの2カ月余りの期間、浮世絵界の２大巨頭の代表
作品を「北斎と広重展」として披露した。
施設整備では、浮世絵ナビルームの総合的な展示充実に取り組みました。この展示室は、平成28年度
に絵草紙屋再現と人型ロボットペッパーを導入しており、今回は、開館以来のパネル展示を配置換え
し、新たにARを使った絵草紙屋からくりとパソコンで彫りの体験ができる「彫師検定」コーナーを設
置し、体験して楽しむコーナーへと再整理を図った。
　教育普及事業では、「風景を描く、風景を見る」をテーマに、えりすぐり講師陣による連続６講座
を開講した。また、学芸員実習の1名や地元の高校生1名、中学生2名の職場体験を受け入れるととも
に、第15回広重賞こども版画コンクールを開催し、2,871点の応募があった。また財団として新たな
図録「歌川国芳　木曽街道六拾九次之内　」も刊行した。
　一方、収益事業では、中山道地図に加え東海道地図や木曽街道六拾九次之内えびせんべい、北斎揚
げ、おじさんエコバッグなど、当館オリジナルグッズの開発と販売を行った。さらに、市の事業に協
力して第２展示室の照明をLED化、それに合わせて各階通路の照明のＬＥＤ電球化にも取り組んだ。
　特に、NHKドラマ「半分、青い」効果のバスツアーなどもあり、年間観覧者数は、20,515人と、29
年度の20,076人に続き２万人超えを達成することができた。また市基金（236万1千円）で、歌川国貞
（三代豊国）が各宿駅の景観を背景に半身の役者人物を描いた「木曽六十九駅」71枚揃物を購入でき
たことで、新たな企画展示の幅が広がった。

前期4月5日(木)～5月6日(日)
後期5月10日(木)～6月10日(日)

木曽海道六拾九次之内

当館コレクションの中でも最も美し
い揃物の一つである《木曽海道六拾
九次之内》を全点展示する恒例の特
別展観を復活して展示した。2,209人

　
8月30日(木)～9月30日(日)
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広重とめぐるⅢ
庶民だって旅がしたい！

シリーズ第3弾は、江戸時代庶民にま
で広がった「旅」ブームと、その
ブームに支えられて一躍人気絵師に
躍り出た広重の風景画の魅力を探る
作品展示。1,858人

2月28日(木)～3月31日(日)5

美術館や浮世絵に興味を持つ将来の
学芸員を目指す卵のみなさん3人を受
け入れ美術館現場の雰囲気を体感し
てもらった。

4月21日(土) 5月12日(土)
6月9日(土)10月6日(土)
11月17日(土)12月8日(土)

8月14日(火)～18日(土)

事業名

8月10.11日(金・土)中津高校
生1人　10月31.11月1日(水・
木）坂本中学生2人

　　２．教育普及事業

広重とめぐるⅡ
江戸時代　旅の手帖

1月24日(木)～2月24日(日)

事業概要

思い出の江戸っ子アルバ
ム

連続講座（全6回）
「風景を描く、風景を見
る」

平成31年度特別企画展の企画構想に関する調査、研究を実施。

7月20日(金)～8月26日(日)

現代の我われにも身近でありながら
奥深い”風景”をテーマに６人の講
師に語っていただいた。

内          容

平成32年度企画展覧会の企画構想に関する調査、研究を実施。

事   業   名 時     期

花ふわり、月ひかり
－広重描く春花秋月－

広重とめぐるⅠ
たかが道、されど道
－山海道之記実見－

開催期間

職場体験の受け入れ

学芸員資格取得希望の学生等を対象
に、学芸員実習の受け入れを行い、
愛知県から１人の受講があった。

学芸員実習の受け入れ

シリーズ第2弾では、「名所・名物」
に焦点を当て、土地ごとの名物や名
産品、思わず声を上げてしまうよう
な絶景を紹介した展示。984人

広重没後160年記念　原
安三郎コレクション
北斎と広重展

日本化薬元会長・原安三郎氏の浮世
絵コレクションから、歌川広重と葛
飾北斎の保存状態のよい逸品を大公
開。貴重な肉筆画も多数展示した。
5,475人

前期10月4日(木)～11月4日(日)
後期11月8日(木)～12月2日(日)

　　②　企画展

広重は当時の江戸っ子の表情をまる
でスナップ写真のように絵に収め
た。今も昔も変わらない人の気持ち
が生き生きと表された展示。1,749人

6月14日(木)～7月16日(月・祝)

広重は移ろう季節や天候の変化の一
瞬を切り取り、情感豊かな風景を描
き出したことで、目に見えない風や
香りさえ感じられた作品展示。
1,635人

広重の街道絵や名所絵を中心に当時
の旅の様子を探る展覧会シリーズ第
１弾。「道」に焦点を当て、江戸時
代に整備された街道の姿に迫る作品
展示。1,278人

12月6日(木)～1月20日(日)
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               　　             ・ＰＲ用パンフレット・ポスターの作成と配布

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

                     　　       ・インターネット・ホームページによるＰＲ

　　　　　美術館の施設及び収蔵美術品を適切に管理した。

　　４　収益事業（収益事業等会計）

 1.　ミュージアムショップ

 1.　理事会・評議員会を適切に運営した。

ゆかたで涼む美術館
（夜間開館）

平成31年度春季特別企画展「歌川国芳の時代ー木曽街道六十九次之内を中心にー」の開催に合
わせて、図録「歌川国芳木曽街道六十九次之内」１,５００冊を自主刊行し3月から発売した。

　（1）美術館関連商品を販売した。

　（3）中山道地図、東海道地図、おじさんエコバッグ・てぬぐいグッズなどを開発販売した。

8月14日(火)　　入館者189人

美術館で夏の風情を楽しんでいただ
く恒例の企画。開館時間を20時まで
延長し、ゆかたで来館のお客様には
写真撮影のサービスを行った。中央
通り商店街夏祭り連携事業。入館
者：189人

館内外設備のリニューアルに取り組んだ。
（1）ナビルームのリニューアル(彫師検定ソフト、ARの導入)
（2）坂の上交差点前の案内誘導看板の更新、摺り体験作品(大はしあたけの夕立)の制作
（3）市施工の第2展示室照明のＬＥＤ化に協力し、合わせて蛍光灯照明をＬＥＤ化した。

 3.　美術館の施設を適切に管理した。

(株)銀の森コーポレーション、木曽路物産(株)、（株）サラダコスモの3社企業様に観覧料相当
の金銭的負担をいただき、毎週金曜日の観覧料を無料とするスポンサー制度（フリーフライ
デー）は、10月で2年目を迎え、平成30年度1年間の金曜日の観覧者は5,321人、29年度の金曜日
観覧者3,664人の約1.5倍となった。

　（2）展覧会関係グッズ、図録を販売した。

　

　　３．その他の事業

1

第15回広重賞こども版画
コンクールの開催

わたしの生活とふるさとをテーマと
したこども版画コンクールを開催し
た。
　　　応募総数　2,871点
　　　特別賞18点、奨励賞28点
　　　入選124点

9月募集開始　 2月4日審査会
2月28日(木)～3月17日(日)作
品展
3月3日(日)　表彰式

　　５　管理事業（法人会計）

 2.　公益財団法人を適切に運営した。



第3号議案

報告　1

会 議 名 開催(議決)年月日

平成31年度収支予算書の承認について

第2号議案

①財団職員の採用について
②役員の職務執行状況及び事業経過諸報告
③次回の理事会・評議員会の招集について

中山道広重美術館育児休業規程の制定について

報告

定時評議員会

①平成29年度事業報告について
②理事長・副理事長・専務理事の選任について

３ 評議員会に関する事項

２ 理事会に関する事項

事業報告等に係る定期提出書類の承認について

平成29年度収支決算書の承認について

第３回理事会

①市基金による作品購入について
②恵那市中山道広重美術館条例一部改正について
③平成３１年度事業計画(案）について
④中山道広重美術館スポンサー制度継続について
⑤役員の職務執行状況及び事業経過諸報告

第3号議案 理事の選任に関する承認について

役員の職務執行状況及び事業経過諸報告

平成31年度資金調達及び設備投資に係る見込みに
ついて

第4号議案

平成30年6月7日

報告

開催(議決)年月日 件  　　　　　　 名

第2号議案

会 議 名

第2号議案

中山道広重美術館職員の給与等に関する規程の変
更について

平成31年3月1日

件              名

評議員の選任に関する承認について

第1号議案

定時評議員会招集について

第2号議案

報告　1

第１回理事会

第4号議案

平成31年度事業計画書の承認について

第1号議案

平成30年5月16日

第1号議案

第1号議案 平成29年度収支決算書の承認について

第3号議案

中山道広重美術館就業規程の変更について

第２回理事会 平成30年10月5日

平成29年度事業報告及び附属明細書の承認につい
て



副理事長

評議員・理事の氏名の
変更

岐阜地方法務局中津川支局

専務理事

登記原因年月日

大　塚　康　芳

５ 役員に関する事項

平成30年6月7日

申   請   先

役職名

理   事

平成２４年　４月　１日就任

平成２４年　４月　１日就任

平成２８年　６月　２日就任

平成３０年　６月　７日就任長谷川　英　司

４ 登記事項

平成２４年　４月　１日就任

纐　纈　　　満

伊　藤　英　晃

平成２４年　４月　１日就任

1

鈴　村　富美子
2監   事

西　尾　教　行

平成２８年　６月　２日就任

丸　山　朝　夫

氏     名 就任年月日

西　尾　重　人11

平成30年7月4日

柘　植　麻　美

登 記 年 月 日

吉　村　茂　夫

平成２４年　４月　１日就任

理 事 長

永　谷　茂　美

平成２８年　６月　２日就任

平成２４年　４月　１日就任

1

平成２８年　６月　２日就任

平成２４年　４月　１日就任

千　藤　秀　明

長谷川　佳　子

平成２７年　６月１９日就任

平成２７年　６月１９日就任

平成３０年　６月　７日就任

成　瀬　美貴代

原　　　淑　子

平成３０年　６月　７日就任

人  数

1

事     項

小　椋　日南恵



　７ 職員に関する事項

役職名 氏     名人  数

14

平成２４年　４月　１日就任槙　島　春　枝

阿　部　伸一郎

評議員

平成２６年　６月　６日就任

平成３０年　６月　７日就任

平成２４年　４月　１日就任

小　板　幸　光

平成２４年　４月　１日就任

西　尾　康　久 平成２４年　４月　１日就任

平成２８年　６月　２日就任

安　藤　俊　幸

平成２８年　６月　２日就任

 ６ 評議員に関する事項

就任年月日

藤　井　鉦　三

平成３０年　６月　７日就任長　谷　川　満

井　口　英　一

磯　村　義　幸

大　塩　康　彦

平成２８年　６月　２日就任

平成２５年　５月２９日就任

市　川　祥　子

服　部　紀　史

後　藤　知　裕

平成３０年　６月　７日就任

鈴　木　隆　一

平成２４年　４月　１日就任

区　分 氏　名

千　藤　秀　明

就任年月日

　

備　考

統括

担　当

平成30年4月1日美術館長
（事務局長・嘱託）

嘱託職員 中　澤　麻　衣 学芸係長 平成30年3月1日

中　村　香　織 学芸員 平成27年1月1日

窪　田　聡　美 デザイナー 平成24年4月1日

嘱託職員 牧　野　直　美 総務係長 平成24年4月1日

臨時職員 川　口　紗　世 庶務 平成29年3月1日

嘱託職員

学芸員

小　嶋　初　夫 庶務 平成30年4月1日臨時職員

嘱託職員

　平成３０年度事業報告においては、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当するも
のはない。

　８ 事業報告書附属明細書

平成24年4月1日

30年11月1日から産
休・育児休業中

嘱託職員

31年3月末で退職

　臨時職員 宮　下　真　子

平成２８年　６月　２日就任

庶務

中　垣　絵　理 平成24年4月1日


